
令和４年度 自己評価 

認定こども園 勝山愛和第三幼稚園 

１、本園の教育目標 

本園は、み仏に手を合わせる感謝の心を培い、好奇心を抱いて積極的に自分で考え、判断し、表現（行

動）できるしっかりとした情緒豊かな生きる力とたくましい体を育み、「いつも明るくありがとうを言

える子」「背すじ伸ばして姿勢のよい子」「よく考えてがまん強い子」を育成する。 

 

２、本年度、重点的に取り組む目標、計画 

本年度は昨年度に引き続き、教育保育活動の工夫と感染拡大予防の徹底を図りながら、幼児期教育の重

要性を意識した教育保育に努める。 

 

３、評価項目の達成及び取組状況 

評 価 項 目 取 組 状 況 

新型コロナウイルス感染拡大予防を

図ったうえでの教育保育計画の作成 

新型コロナウイルス感染予防に配慮した教育保育内容に調整、

工夫している。 

安心、安定の園生活になるように環境

を工夫する 

遊具、机等子どもが触れるところの消毒、机の配置等を工夫し

ている。 

新型コロナウイルス感染予防に配慮

した環境の中で、行事を実施する 

会場設営、参加者の人数制限等保護者の理解も得て取り組

んでいる。 

 

４、学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

新型コロナウイルス感染予防に万全を期した教育保育計画に基づき、日常の保育・行事に取組

み、新型コロナウイルス感染予防に配慮された環境の下であったが、幼児期教育保育の重要性

を意識した教育保育に努めることができた。  

 

５、今後取り組むべき課題 

課  題 具体的な取り組み方法 

教職員の資質向上 

 

 

学びあいの環境づくりに配慮し、適切､有効な指導助言により、意欲

と責任感をひき出し､保育者としての生きがい、充実感のある職場 

環境を構築し、研修意欲の向上に努める。 

情報公開の方法 

 

 

園だより「はぐくみ」（毎月発行）や「学園だより」（年８回発行）

により教育保育活動情報の公開に取り組んでいるが、公開内容や 

方法を検討する。 

指導計画の編成 

 

日々子供の実態を仔細に検証し、指導計画を修正し、実態に即した

指導計画の作成に努める。  

保育環境等の改善 

 

施設、設備、教具、教材の点検をはじめ、保育活動の総合的検証と

計画的な改善に努める。  

 

６、財務状況 

学園監事監査、公認会計士監査、行政監査において、適正に運営されているとの評価を受けて

いる。 

 

 



令和５年３月１４日 

 

令和４年度 

学校関係者評価委員会報告 

 

 勝山愛和幼稚園 自己評価・学校関係者評価実施規定に基づき設置した学校関係者 

評価委員会において、自己評価報告書（令和４年度）の内容として、学校関係者評価 

を実施しましたので、概要をお知らせします。 

 

１．開催期日 

  令和５年３月１０日（金）１１：００～１１：３０ 

 

２．開催場所 

  都シティ大阪天王寺 ５Ｆ 高取の間 

 

３．委員 

番号 区   分 出席人数 所  属  等 

１ 卒園児保護者代表 ３ 卒園児保護者 

２ 保護者 ６ 実行委員長 

３ 総園長 １  

４ 副総園長 １  

５ 園長 １ 勝山愛和第一幼稚園 

６ 本部職員 ２ 事務局 

 

４．委員からの意見と学校関係者評価委員会の評価 

（１）令和４年度自己評価報告書について 

   ① 評価項目の設定については、特に問題はない。 

   ② 取組み状況については、評価項目に適切に対応している。 

     今後取り組むべき課題については、報告どおりの努力を期待する。 

   ③ 自己評価表をホ－ムペ－ジ上に公開し、教職員、保護者等に広く伝えている

ことは評価できる。 

  

（２）関係者の意見・評価 

本年度は、新型コロナウイルス感染予防に配慮した内容の保育・行事であった 

が、先生方の子どもたちへの思いが伝わる保育・行事の取り組みに感謝したい。 

来年度の新型コロナウイルス感染状況によっては、本年度の反省・評価を踏まえ 

て幼児教育の重要性を意識した取り組みが必要である。 


